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平成新山ネイチャーセンター
　雄大で豊かな自然に囲まれた「平成新山ネイチャーセンター」は、
平成新山を間近に、普賢岳噴火災害によって荒廃し、再生した垂木台
地の自然環境を直接観察でき、学べる施設です。
　敷地内には遊歩道も整備されており、平成新山を間近に観察できる
ほか、火山学習の拠点施設の一つとして市民をはじめ、観光客など多
くの人が訪れる場所となっています。
　皆さんも、平成新山を観察するとともに自然災害を考える機会にし
てみてはいかがでしょうか。

「開館 10 年特別企画展（10 年の歩み）」
▶開催期間　3 月 1 日（土）～ 4 月 7 日（月）　▶入場料　無料
▶開館時間　9 時～ 17 時　※毎週火曜日は休館日
▶内　容　これまでの垂木台地の姿やセンターの活動などの写真が展示されます
▶問い合わせ先　平成新山ネイチャーセンター（☎ 63-6752）
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湊道商店街付近

ゾ ー ン 3 0
　平成 26 年 1 月から下記の赤色で着色している区域（「ゾーン 30」区域※第三小学校付近）の道路が、
最高速度 30 キロの交通規制区域となりました。
　「ゾーン 30」とは、通行車両の速度抑制と抜け道としての利用を減少させ、住宅地や通学路などの生
活道路における交通事故を減らすことを目的としています。
　「ゾーン 30」区域の入口には、緑のカラー舗装に白字で「ゾーン30」の標示、規制標識を設置し
ています。
　児童・生徒および住民が安心して通行できるよう、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜問い合わせ先＞   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道路課道路整備班　（☎ 63 ‐ 1111 内線 221、222）

「ゾーン30」区域

「ゾーン30」の標示

交差点のカラー化（青）

ハンプの設置

路側帯の拡幅及びカラー化(緑)

外側線の上書き及び新設

凡 例

こひつじ保育園

池田病院

島原郵便局
有明幼稚園

白山保育園

八幡神社

浦田保育園

白山公民館

栄町交差点付近

広馬場交差点付近

みなと商店街付近

凡　例

「ゾーン30」区域

「ゾーン30」の標示

交差点のカラー化（青）
ハンプ（段差舗装）
の設置
路側帯の拡張および
カラー化（緑）
外側線の上書きおよび
新設

第三小学校

ハンプ（段差舗装）

湊道商店街付近
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　　　　　　　　　「福知山展」巡回展を開催します

　３月１日は、福知山市（京都府）と本市が姉妹都市を提携した記念日で、今年は 31 周年目に当たります。 
　これまで、福知山市・島原市の両市では市民団体の訪問、文化・スポーツなどの交流を通じて、友好を
深めてきました。今後も、心通い合う交流を続け、さらなる友好を深めて行きます。
　今回の「福知山展」は、福知山市内の写真などを展示し、もっと福知山市を知ってもらおうと開催する
ものです。

福知山市・島原市
姉妹都市提携 31周年

島原市とは歴史的な縁
　江戸時代初期の 1669 年（寛文９年）、当
時の福知山城主の松平忠房公が国替えとなっ
て島原へ移り住んだという歴史的な縁をきっ
かけとし、福知山市との交流が始まり、昭和
58 年３月１日に姉妹都市の縁が結ばれました。
　福知山市は京都府の北西部、丹波・丹後・
但馬により形成される三たん地域のちょうど
中心にあります。市内は日本海に注ぐ近畿北

部最大の由良川の流れ
をはじめとした豊かな
自然に恵まれ、歴史の
古い素晴らしいまちで
す。

福知山市

春の「福知山城」

▲ 福知山市イメージキャラクター 酒
しゅてんどうじ

呑童子

「福知山展」巡回展
▶日　程
　①有明庁舎ロビー　
　　３月１日（土）～ 10 日（月）
　※土曜・日曜は正午まで
　②市役所西側玄関ロビー
　　３月 11 日（火）～ 20 日（木）
　※ 3 月 15 日（土）・16 日（日）を除く
　（各会場とも８時 30 分～ 17 時 15 分）
▶内　容　
　・福知山市内の写真パネルを展示
　・パンフレットの設置
▶問い合わせ先　秘書人事課　秘書広報班
　　　　　　　　（☎ 63-1111　内線 124）

第 10回島原城下ひなめぐり
　城下町島原に春の訪れを告げる「島原城下ひなめぐり」が開催されています。
　３月９日（日）までの期間中は、島原城や市内の商店街など約 100 カ所に約 3000 体の人形が飾られ
るほか、さまざまなイベントが開催されます。お誘いあわせの上、お出かけください。

▶人間ひな行列　～おひな様やお内裏様などが城下町島原をパレード～
　　　3 月 2 日（日）　11 時～　島原城～アーケード商店街
　▶「そば打ち」体験
　　　3 月 2 日（日）11 時～ 14 時　森岳酒蔵　※材料代として 200 円が必要です
　▶「甘酒」などの振る舞い　※数に限りがあります
　　①一番街商店街 重松花屋横　3 月 2 日（日）・3 日（月）　11 時～ 15 時
　　②万町商店街山之内時計店前、万町商店街お休み処、島原城
　　　3 月 2 日（日）　11 時～　
　▶島原の「桃カステラ」大集合
　　　3 月 9 日（日）まで　森岳酒蔵、島原城本丸売店、武家屋敷売店　
　▶おいしい！かわいい！「ひな御膳」
　　　おひな様にちなんだ特別メニューが提供されます。内容や料金は各店舗へ問い合わせてください。
　※詳しくは広報しまばら H26.2 月号をご覧ください。

▶島原城下ひなめぐり実行委員会（☎６２-３９８６）
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「男女共同参画社会」について考えてみよう
danjo   kyodo - sankaku

vol.20

『男女共同参画川柳』の受賞作品が決まりました !
　市では、『男女共同参画社会の実現』に向け、昨年 10月に男女共同参画川柳の募集を行い、
総数 53句の応募をいただきました。選考の結果、各部門合わせて、優秀賞２点、入賞４点が
決定しました。多数のご応募、ありがとうございました。
　女性と男性がともに支え合い、意欲と能力を発揮できる社会づくりに向け、これを機会にみ
なさんも一度日常生活を振り返ってみてはどうでしょうか。

▶問い合わせ先　政策企画課政策班（☎ 63-1111　内線 146）
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石山敏郎さん
（城西中の丁）

松田康子さん
（南安徳町）

本村真実さん
（新湊二丁目）

伊藤紀美子さん
（南崩山町）

野田耕起さん
（城内二丁目））

出田英雄さん
（有明町大三東）

優秀賞 優秀賞 入賞入        賞
家　庭　部　門 職場・学校部門

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
　配偶者・パートナー（事実婚や元配偶者も含む）などの親密な関係にある人からの暴力のことを言い
ます。ここでいう暴力には、身体的暴力に限らず、精神的暴力、経済的暴力、性的暴力、社会的暴力な
ども含まれます。
配偶者からであっても暴力は犯罪
　配偶者・パートナーからの暴力は、周囲から夫婦げん
かとして軽視され理解されないことが多く、暴力を受け
た被害者でさえも暴力と考えていないこともあります。
また、加害者に罪の意識が薄いため、暴力がエスカレー
トし被害者の孤立と問題の深刻さを招いています。
　ＤＶは、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。
まずは、相談しましょう
　ひとりで背負い込まず、まずは相談して下さい。また、
ＤＶ被害者に気付いたり、相談を受けた場合は、右欄の
相談窓口に早く相談することをすすめて下さい。
秘密は厳守します。
　▶問い合わせ先　こども課こども家庭班
　　　　　　　　　（☎ 63-1111 内線 279）

ＤＶに悩んでいるあなたへ

「DV] に関する相談窓口
・市民相談センター（☎ 63-1111 内線 184）
・こども課こども家庭班
　（☎ 63-1111 内線 279）
・福祉課地域福祉班（高齢）
　（☎ 63-1111 内線 277）
・長崎こども・女性・障害者支援センター
　（☎ 095-846-0560）
・長崎配偶者暴力相談支援センター
　（☎ 095-846-0565）
・島原警察署（☎ 64-0110）



島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �
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島
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の
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郷
土
に
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り
を

ジオパークであり続けるための取り組み　地域振興④

 

　
　
　
世
界
に
ひ
と
つ
の
岩
石
標
本

修学旅行生にジオパークの
見どころを説明するガイド

島原半島の見どころを説明しな
がら室内で行う岩石標本製作

企画展「第３回　ひょうたんランプ＆工芸ひょうたん展」
　ひょうたん愛好家の会『有馬愛瓢会』の主催による企画展『ひょうたんランプ＆工芸ひょうたん展』
が開催されます。
　今年も、出品者が精根こめて育てたひょうたんに色鮮やかな装飾を施した作品
をはじめ、きらびやかな電飾をまとったランプ作品など、約 200 点を一挙展示。
作品の一部も展示販売しますのでお気に入りの作品を自宅に飾ってみませんか。
すべてが手作りで世界に一つだけのひょうたんです。
　 ぜひ、この機会にお越しください。
　▶と　き　3 月 4 日（火）～ 30 日（日）　9 時～ 18 時（入館は 17 時まで）
　▶ところ　雲仙岳災害記念館（がまだすドーム）多目的ホール
　▶料　金　無料
　▶問い合わせ先　雲仙岳災害記念館（☎ 65-5555）
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ふれあい給食
地元の食材で健やかに

　1月 27日、全国学校給食週間に合わせて第
一小学校でふれあい給食を行いました。
　ふれあい給食では、市長ほか教育長、教育委
員が第一小学校を訪問し、児童と共に「わかめ
入りまぜごはん」や「ろくべえ」など地元の食
材がふんだんに使われた給食を食べ、学校生活
の話をするなどして楽しい時間を過ごしました。

ひなめぐりオープニングセレモニー
島原の春を彩る

　1月 30日、サンプラザ万町で「島原城下ひな
めぐり」のオープニングセレモニーが行われまし
た。
　島原の春の訪れを告げる「島原城下ひなめぐり」
が 3月 9日まで開催され、期間中は、島原城や武
家屋敷、商店街、宿泊施設など市内約 100カ所に
約 3000体のひな人形が飾られるほか、たくさん
のイベントも行われます。

ギラヴァンツ北九州　島原キャンプ
飛躍の年に

　1月 31日、サッカー Jリーグ（J2）のギラヴァ
ンツ北九州が昨年に引き続き、島原でキャンプ
を行うため来島しました。
　市役所で行われた歓迎セレモニーで、柱谷監
督は今年の飛躍を誓い、「キャンプでしっかりと
した成果を得て、開幕を迎えたい」と挨拶しま
した。また、2月2日にはレベルの向上を目的に、
少年サッカー教室が開催されました。

トレーニングマッチ
ギラヴァンツ北九州ＶＳレノファ山口ＦＣ

黄色がギラヴァンツ北九州
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島原市特産品創出事業
新たな特産品を創出

　2月 12日、市役所で、市特産品新作展の表彰式を行いま
した。
　島原の顔となる特産品づくりを推進、奨励することを目的
に、今回で５回目となる島原市特産品創出事業として実施し
たもので、今回、応募総数 17品の中から、審査会を経て、
優秀賞 3品を含む 11品が決定しました。
　さらなる、しまばらブランドの全国展開が期待されます。
　　【優秀賞】「島原かんざらし」株式会社　玉乃舎　　　　
　　【優秀賞】「島原湧水ジュレ（はぜ蜂蜜とゆず・
　　　　　　　はぜ蜂蜜と生姜）」株式会社　北田物産
　　【優秀賞】「根菜醤（コンサイジャン）」ぱくり家

　　　　　春季火災予防運動
　
３月１日から３月７日まで全国一斉に春季火災予防運動が実施されます。
火災を起こさないように、火の取り扱いには十分注意しましょう。

　　　　『消すまでは　心の警報　ＯＮのまま』
　　　　　　　　（平成２５年度全国統一防火標語）

火の取り扱いにはご注意を
　毎年この時季は、空気が乾燥し風が強い日が多いことから火災が発生しやすい時季です。
　特に、島原消防本部管内では「たき火」が原因の火災が多発しています。
　たき火を行うときには、次のことに注意しましょう。
　　　　　

　
　火災は、人の生命や財産を一瞬にして奪ってしまいます。
　火の取り扱いには十分注意しましょう。
　　　 ▶問い合わせ先　島原地域広域市町村圏組合

　　　　　　　　消防本部予防課（☎ 62－ 5857）

１　風が強いときには、たき火はしない
２　水バケツ、消火器などの消火準備をする
３　火が完全に消えるまでは、その場を離れない

火の取扱いには十分注意しましょう

コミュニティ助成事業
着物類を購入

　住民が自主的に行うコミュニティ活動に必要な用具購
入などに対する財団法人自治総合センターの助成を受け
て「島原七万石を踊る会」が着物類を購入しました。
　「島原七万石を踊る会」は、島原七万石踊りを通じて、
福祉施設の慰問や市の行事などに参加している団体で、
今回の備品購入により一層の弾みがつくものと期待され
ます。

着物類



保健センターだより ■ 市 保 健 セ ン タ ー（☎６４－７７１３）
■ 有明保健センター（☎６８－５３３５）

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
流
行
を
防
ぐ
た

め
に
は
95
％
以
上
の
接
種
率
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
島
原
市
は
、
ま
だ

95
％
を
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
麻
し

ん
・
風
し
ん
の
感
染
予
防
、
流
行
予
防

の
た
め
、
ま
だ
接
種

が
済
ん
で
な
い
人
は
、

早
め
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者　

・
第
1
期
：
1
歳
～
2
歳
未
満
の
人

・
第
2
期
：
平
成
19
年
4
月
2
日
生
ま

　
れ
～
平
成
20
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

　
人

▼
接
種
期
間
と
回
数

・
第
1
期
：
2
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま

　
で
に
1
回

・
第
2
期
：
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

　
に
1
回

▼
実
施
医
療
機
関　
県
内
予
防
接
種
実

　
施
医
療
機
関　

※
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ
事
前
に
予
約

　
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
費　
用　
接
種
期
間
の
間
は
無
料

▼
持
参
品　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー
で
再
交
付
し
ま
す
。
再

　
交
付
の
際
は
、
必
ず
母
子
健
康
手
帳

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
通
知
対

象
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
知
が
届
い

て
い
な
く
て
も
次
の
対
象
者
に
当
て
は

ま
る
人
は
接
種
が
可
能
で
す
。
接
種
を

希
望
す
る
人
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
予

診
票
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、予
防
接
種
歴
の
確
認
の
た
め
、

必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者
お
よ
び
接
種
回
数

・
第
1
期　
生
後
6
カ
月
～
7
歳
半
未

　
満
ま
で
に
初
回
接
種
2
回
、
追
加
接

　
種　
1
回

・
第
2
期　
9
歳
～
13
歳
未
満
ま
で　

　
１
回

※
特
例
対
象
者
（
平
成
7
年
4
月
2
日

　
～
平
成
19
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
）

　
は
、
20
歳
未
満
の
間
ま
で
、
ま
だ
受

　
け
て
い
な
い
回
数
に
つ
い
て
接
種
が

　
可
能
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
で
予
防

　
接
種
歴
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
費　
用　
接
種
期
間
の
間
は
無
料

ア
レ
ル
ギ
ー
教
室
の
お
知
ら
せ

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
悩
ま
れ
て
い
る

親
を
対
象
に
、
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

親
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を
通
し
て
、

悩
み
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
調
理
実
習

も
あ
り
ま
す
。

▼
と　
き　
3
月
14
日
㈮
10
時
～
12
時

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
し
込
み
先　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
第
８
回
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

　
有
明
の
桜
の
名
所
を
歩
い
て
、
心
と

体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と　
き　
３
月
30
日
㈰
　
10
時
～

※
雨
天
時
は
中
止

▼
集
合
場
所　
有
明
の
森
フ
ラ
ワ
ー
公

　
園

▼
内　
容　
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
１

　
時
間
程
度
歩
き
ま
す
）

▼
持
参
品　
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲

　
み
物

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る

健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
予
防
、
食
生
活
に
関
す
る
こ

と
、
介
護
予
防
の
こ
と
な
ど
相
談
に
応

じ
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き　
毎
週
水
曜
日　
９
時
～
11

　
時

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
有
明

　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内　
容　
健
康
相
談
、

　
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

　
体
脂
肪
測
定
、
み
そ

　
汁
塩
分
測
定
な
ど
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～親子ではぐくむ絆づくり～
親子の絆づくり講演会

　子どもは、親子の豊かなス
キンシップを通じて、親から
の愛情を強く感じることで、
健やかに育つと言われていま
す。
　講演会に参加し、親子の絆
の大切さについて、考えてみ
ませんか。
▶と　き　３月 20 日（木）　11 時～ 12 時
▶ところ　杉谷公民館
▶対象者　市内の就園前の乳幼児を持つ保護者
　　　　　をはじめとした島原市民
　　　　　※親子で一緒に参加できます
▶講　師　西村マユミ先生（島原マタニティ病
　　　　　院助産師）
▶参加費　無料
▶問い合わせ先　市保健センター



健康UP大作戦 健康しまばら２１

今月のテーマ

休日当番の お医者さん
歯医者さん

月

 ■ 当番医　　　診療時間　午前９時～午後６時
 ■ 当番歯科医　診療時間　午前９時～正午

●  小児の日曜診療所  ●
☎６３－０２０２（受付時間のみ）
※必ず電話受付後、来院をお願いします

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

健康テレホンサービス

☎ ＴＥＬ ０１２０－５５５－２０３
ＴＥＬ ０９５－８２６－５５１１

日 医 療 機 関 電話番号

３
月
２
日
㈰

しろたに内科クリニック 北 門 町 65-0222
酒井外科胃腸科医院 宮 の 町 62-6655
本 田 医 院 雲仙市国見町 78-2768
堺 歯 科 医 院 雲仙市国見町 78-2744

３
月
９
日
㈰

池 田 病 院 湖 南 町 62-5161
稲田整形外科医院 片 町 62-6355
佐 藤 医 院 雲仙市国見町 78-5555
徳 永 歯 科 医 院 雲仙市国見町 78-3105

３
月
16
日
㈰

八 尾 病 院 城内一丁目 62-5131
い と う 整 形 外 科 広 馬 場 町 61-0110
太 田 整 形 外 科 雲仙市国見町 78-5413
小 嶺 歯 科 医 院 雲仙市国見町 78-2366

３
月
21
日
㈮

お か も と 内 科 柏 野 町 65-0500
宮田小児科医院 上の原二丁目 62-5045
前 田 医 院 新 田 町 62-6501
松 本 内 科 医 院 雲仙市国見町 65-3333
末 吉 歯 科 有明町大三東 68-0150

３
月
23
日
㈰

内 田 医 院 白 山 町 62-7733
山口外科胃腸科医院 大 手 原 町 62-3200
前田内科胃腸科医院 雲仙市瑞穂町 77-8089
松 本 歯 科 医 院 有明町大三東 68-3872

３
月
30
日
㈰

たかお循環器科・内科 桜 町 62-6300
西村クリニック 下 川 尻 町 62-0888
よ こ た 医 院 雲仙市瑞穂町 77-2000
森元歯科クリニック 有明町大三東 68-0017

※２月 14 日現在の内容で、都合により変更と
　なる場合があります

　
３　
　
　
月

月 海外旅行と予防接種
火 心臓バイパス手術
水 新入学に備えて
木 尋常性乾癬
金 統合失調症は治る

土・日 尿路結石②  最新の治療と予防

　
日
本
人
の
約
３
人
に
１
人
が
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
以
下

メ
タ
ボ
）
な
ど
生
活
習
慣
病
が
起
因

と
な
る
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
は
、
若
い

う
ち
か
ら
積
み
重
な
っ
て
い
る
た
め
、

特
定
健
診
を
受
診
し
、
病
気
な
ど
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
る
こ

と
が
と
て
も
有
効
で
す
。

特
定
健
診
を
受
診
し
よ
う
！

　
特
定
健
診
は
、
40
歳
～
74
歳
の
人

を
対
象
に
行
わ
れ
る
健
康
診
査
で
す
。

こ
の
健
診
の
特
徴
は
、
メ
タ
ボ
を
中

心
と
し
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改

善
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
健
診
結
果

を
階
層
化
（
レ
ベ
ル
分
け
）
し
、
受

診
者
の
状
態
に
応
じ
た
保
健
指
導
ま

で
が
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
腹
囲
：
男

性
85
㎝
、
女
性
90
㎝
以
上
）
の
状
態

に
加
え
、
①
血
圧
高
値
、
②
脂
質
異

常
、
③
高
血
糖
の
い
ず
れ
か
２
つ
以
上

が
重
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　
①
～
③
の
症
状
が
重
な
る
こ
と
で

動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
心
臓
病
や
脳

卒
中
な
ど
の
命
に
か
か
わ
る
病
気
の

リ
ス
ク
が
急
激
に
高
ま
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
メ
タ
ボ
の
段
階
か
ら
早
め

に
改
善
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

健
診
結
果
の
意
味
を
理
解
し
よ
う

　
健
診
結
果
は
、
受
診
時
の
自
分
と

生
活
習
慣
病
と
の
距
離
を
測
る
、
物

差
し
と
し
て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
検
査
の
目
的
や
基
準

値
を
正
し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
結
果
で
も
一
喜

一
憂
せ
ず
、
今
後
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
を
生
か
そ
う

　
健
診
は
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
結

果
を
活
用
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り

ま
す
。「
基
準
値
内
」だ
か
ら
と
言
っ

て
、
こ
の
ま
ま
の
生
活
で
い
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
年
ご
と
の
数
値
を
比

較
す
れ
ば
、
体
の
微
妙
な
変
化
を
把

握
で
き
、
生
活
習
慣
の
問
題
点
や
自

分
の
体
質
も
分
か
っ
て
き
ま
す
。

３

生活習慣病を予防する健診活用法

9　　平成 26.3.

特
定
保
健
指
導
を
受
け
よ
う
！

　
特
定
保
健
指
導
と
は
、
健
診
結
果

か
ら
メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
生
活
習
慣
病

の
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
人
に
対

し
て
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど

が
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
こ
と
で
す
。
支
援
を
受
け

る
こ
と
で
今
ま
で
の
生
活
習
慣
を
振

り
返
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
栄
養
・

運
動
な
ど
の
具
体
的
な
改
善
方
法
を

身
に
つ
け
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

毎
年
の
健
診
受
診
が
大
事

　
「
病
気
も
健
康
も
一
日
に
し
て
な

ら
ず
」
で
す
。
１
年
に
1
回
、
特
定

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
継
続
的
な
健

康
管
理
が
で
き
ま
す
。

　
元
気
な
5
年
後
、
10
年
後
の
た
め

に
特
定
健
診
を
有
効
的
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

「特定健診」を受
けて、自分の体
の状態を知って
おきましょう

特
定
健
診
を
受
け
た
後



し ま ば ら
子育て情報

問い合わせ先
子育て支援室（☎ 62-4015）
市保健センター内（霊南二丁目 45）
E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp

育  児  サ  ー  ク  ル
笑顔で子育て

３月の育児サークル　10～ 12時
育児サークル 内　容 場　所

きらら kids
（第１火曜日） 3 月 4 日（火）春のおやつ作り 有明保健センター

こいこいひろば
（第１水曜日） 3 月 5 日（水）春のお茶会 霊丘公民館

にこにこ kids
（第１木曜日） 3 月 6 日（木）春のクッキング 安中公民館

のびのび kids
（第２火曜日） 3 月 11 日（火）春のお楽しみ会 三会公民館

すくすくげん kids
（第３木曜日）

3 月 20 日（木）講演会
※詳しくは P8 をご覧ください 杉谷公民館

ぱぴぷキッズ
（第４木曜日） 3 月 27 日（木）絵本の読み聞かせ 子育て支援室

※保健師・栄養士による乳幼児相談も行っています（９時 30 分～ 11 時　こいこいひろばを除く）
※食生活改善推進員・ありあけ母親クラブによる手作りおやつもあります

　どなたでも参加できる育児サークルは、
親子で楽しみながら子育てができるよう、
情報交換と友だちづくりのきっかけとなる
場を設けて、参加者の交流を行っています。

育児ワンポイント
ひしもちの色の意味

平成 26.3.　　10

　ひな人形に飾られるひしもち、どうし
て３色かご存じですか？諸説ありますが、
紅は「春の色」、緑は「草」、白は「雪」
を表しているそうです。
　雪で覆われた大地から草が芽吹き春の
花が咲くという情景を表現したようです。
自然のエネルギーを授かるという意味も
あるそうです。３月３日ひな祭りは、子
どもの成長を願い親子で過ごしてみては
いかがでしょうか。

▶と　き　3 月 8 日（土）10 時から（9 時受付）
▶ところ　市保健センター
▶対象者　市内の育児をしている親とその子ども市内の小学生
▶参加費 　無料
▶申込方法　子育て支援室へ電話で申し込んでください
▶申し込み・問い合わせ先　子育て支援室（☎ 62-4015）

子育て応援公演のお知らせ

作品　「わくわくDokiDoki なんでも座」
劇団　風の子九州

春のお茶会
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今
回
紹
介
す
る
『
華
夷
変
態
』
と

『
唐
人
風
説
書
』
は
、
表
題
は
異
な

り
ま
す
が
、
内
容
的
に
は
一
連
の
資

料
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
鎖
国
期
に
唐
船
が
も
た

ら
し
た
海
外
情
報
の
報
告
書
（
唐
船

風
説
書
）
を
収
め
た
も
の
で
す
。
延

宝
２
年
か
ら
享
保
13
年
ま
で
（
１
６

７
４
～
１
７
２
８
年
）、
合
わ
せ
て

お
よ
そ
２
２
０
０
通
の
風
説
書
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
序
文
に
よ
る
と
、
華か

（
明み
ん
ち
ょ
う朝）

か

ら
夷い

（
清し
ん
ち
ょ
う朝）
に
移
り
変
わ
っ
た
状

況
を
著
す
も
の
、と
い
う
意
味
で『
華

夷
変
態
』
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
の
資
料
が
ま
と
ま
っ

て
残
っ
て
い
る
の
は
、
筆
写
し
た

大だ
い
が
く
の
か
み

学
頭
（
幕
府
の
学
問
所
の
統
括

者
）・
林
家
よ
り
伝
来
し
た
国
立
公

文
書
館
・
内
閣
文
庫
と
島
原
に
あ
る

松
平
文
庫
だ
け
で
す
。
ま
た
、
風
説

書
の
原
文
書
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
時
代
の
外
交
に
つ
い
て
知
る
上

で
も
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
冒
頭
に
は
中
国
に
お
け
る
明
朝
か

ら
清
朝
へ
の
政
権
交
代
に
関
す
る
記

事
が
載
せ
ら
れ
、
本
国
の
資
料
に
も

現
存
し
な
い
よ
う
な
民
間
の
風
聞
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
政
治
的
な
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、積
み
荷
の
品
目
や
、

南
方
で
洪
水
の
た
め
、
黒
砂
糖
の
生

産
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
途
中
天

候
が
悪
く
、急
き
ょ
対
馬
に
寄
港
し
、

水
や
野
菜
を
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
、

交
易
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な

記
事
も
多
く
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
島
原
藩
は
長
崎
の
巡
視
や
番
船
の

派
遣
な
ど
、
西
国
の
譜
代
大
名
と
し

て
特
別
な
役
割
を
幕
府
よ
り
命
ぜ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
長
崎
に

お
け
る
島
原
藩
の
位
置
づ
け
を
象
徴

す
る
資
料
と
い
え
ま
す
。

（
松
平
文
庫
学
芸
員　
吉
田　
信
也
）

　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
「
健
康
維
持
・

老
化
予
防
」
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
「
白

山
元
気
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
会
は
、
平
成
21
年
に
発
足
し
、
当

初
８
人
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
評
判
が
よ
く
、
口
コ
ミ
な
ど
で
現

在
は
74
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

　
会
員
の
年
齢
は
66
～
93
歳
で
、
健
康
体

操
や
頭
の
体
操
、
童
謡
・
唱
歌
の
合
唱
な

ど
を
主
に
行
い
、
健
康
維
持
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　
取
材
当
日
、
白
山
公
民
館
に
入
る
と
、

２
階
か
ら
賑
や
か
な
話
し
声
と
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
開
始
時

間
前
か
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
仲
間
と
顔

を
合
わ
せ
、
話
し
合
う
時
間
も
健
康
維
持

の
秘
訣
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
代
表
者
の
荒
木
学
さ
ん
は
「
自
分
自
身

の
健
康
維
持
・
老
化
防
止
だ
け
で
な
く
、

会
員
相
互
の
親
睦
・
融
和
を
通
じ
て
仲
間

作
り
を
続
け
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
毎
週
火

曜
日
が
待
ち
遠
し
い
」、「
体
調
が
良
く
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

平
成
24
年
に
は
「
介
護
予
防
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
お
い
て
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
会
に
参
加
し
た
い
人
は
、
誰
で
も

参
加
で
き
る
そ
う
で
す
。
体
を
動
か
し
た

い
人
や
仲
間
を
作
り
た
い
人
は
、
一
度
、

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
荒
木
学
さ
ん
（
☎
�
０
５
０
３
）

・
白
山
公
民
館
（
☎
�
２
２
２
１
）

ー
　『
華か

い夷
変へ

ん
た
い態
』
と
『
唐と

う
じ
ん人
風ふ

う
せ
つ
が
き

説
書
』　
ー

白山元気会

肥前島原松平文庫蔵



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館（☎６８－１１０１）
◆三会公民館（☎６２－４５０５）
◆杉谷公民館（☎６３－２２３１）
◆森岳公民館（☎６３－２２４２）
◆霊丘公民館（☎６４－２０２３）
◆白山公民館（☎６３－２２２１）
◆安中公民館（☎６３－２２５３）

公民館
こうざ
じょうほう

平成 26.3.　　12

陶芸教室
　「てびねり」や「ろくろ」を使い、オリジナルの皿や湯呑作
りに挑戦してみませんか？
●と　き　３月 10日（月）・12日（水）・24日（月）	
　　　　　9時～ 12時	 	 	 	
●ところ　杉谷公民館　	 	 	 	
●募集人数　10人（対象は一般）	 	 	
●募集期間　３月３日（月）～３月７日（金）
●参加料　無料（材料費として 600円が必要）
●持参品　タオル、室内履き		 	 	
●問い合わせ先　杉谷公民館

天体観測講座　双眼鏡で星空観察教室
　冬の星座の形、動き、ギリシャ神話、双眼鏡の使い方を学ぶ
ほか、月・木星・星雲や星団を観測します。
●と　き　３月 15日（土）19時 30分～ 21時
　　　　　３月 22日（土）19時 30分～ 21時
　　　　　　（全２回講座）
●ところ　安中公民館　　
●募集人数　20人
●参加料　無料
●問い合わせ先　安中公民館

気軽に「コサージュ」を作りましょう
　胸元やバッグ、髪にも飾れる可愛いコサージュを作ります。
　卒業式や入学式にもいかがですか。初心者大歓迎です。
●と　き　３月 11日（火）　19時～
　　　　　３月 13日（木）　13時 30分～
●ところ　白山公民館　　
●募集人数　各回 10人
●参加料　無料（材料費として各回 800円が必要）
●持参品　裁縫セット　　●問い合わせ先　白山公民館

目指せ美肌！甘酒＆甘酒スイーツを作りましょう
　砂糖を使わず、雑穀を使った、とってもヘルシーなスイーツ
を作ってみませんか？男性大歓迎です。
●と　き　３月 12日（水）10時～
　　　　　３月 28日（金）19時～
●ところ　白山公民館
●内　容　甘酒・桜餅・玄米粉の桜蒸しケーキ・甘酒ビスケット
●募集人数　各回 12人
●参加料　無料（材料代として各回 800円が必要）
●持参品　エプロン、三角巾など　●問い合わせ先　白山公民館

島原城について学ぼう！
　平成 24年 6月の集中豪雨に
より崩落した島原城本丸西側石
垣の修復が、いよいよ完了しま
す。そこで、皆さんに島原城に
関してより深く知ってもらうた
め、石垣の観察会を行います。
島原城石垣を観察しよう！

●と　き　３月 16日（日）
●集合場所
　９時 30分に市役所西側玄関
　（噴水側）に集合
●内　容
・松平文庫（古絵図など）の見学
・島原城本丸や二の丸石垣見学
※外を歩くので、動きやすい服
　装で参加してください
●募集人数　20人
●参加料　無料
●申込期間　３月３日（月）～
　　　　　　３月 14日（金）
●申し込み・問い合わせ先
　社会教育課（☎ 68-5473）



■ 市役所本庁（代表）☎ 63-1111
■ 有明庁舎（代表）    ☎ 68-1111
　 ・有明支所
　 ・産業部 
　・教育委員会（教育総務課・学校
　　教育課・社会教育課・スポーツ課）
　・農業委員会
　・ 水道課
■ 電子メール
 　info@city.shimabara.lg.jp

新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp/

情
報
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放
課
後
子
ど
も
教
室
「
稽
古
館
」

講
師
募
集

　
小
学
３
年
～
６
年
を
対
象
に
、
古
典

（
古
文・漢
文
）の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
、

基
礎
を
教
え
る
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

▼
講
座
日
時　
毎
週
火
曜
日　
15
時
40

　
分
～
16
時
40
分

※
祝
日
・
長
期
休
業
期
間
は
除
く

※
平
成
26
年
度
第
１
回
目
は
４
月
15
日

▼
講
座
場
所　
第
一
小
学
校
内　
心
鏡

　
館

▼
講
座
内
容　

○
基
本
コ
ー
ス
…
歴
史
的
仮
名
遣
い
、

　
返
り
点
な
ど
の
基
礎
学
習

○
中
級
コ
ー
ス
…
古
典
作
品
の
音
読
、

　
鑑
賞
な
ど
（
参
加
２
年
目
以
降
の
児

　
童
を
対
象
）

▼
出
勤
日　
講
師
３
人
程
度
で
ロ
ー

　
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
基
本
的
に
３

　
週
に
１
回
の
出
勤

▼
報　
酬　
１
回
当
た
り
１
４
８
０
円

▼
募
集
人
数　
若
干
名

▼
応
募
条
件　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

　
た
す
人

①
国
語
科
の
教
員
免
許
保
持
者

②
小
学
生
に
古
典
を
教
え
る
こ
と
に
つ

　
い
て
の
理
解
と
情
熱
が
あ
る
人

③
小
学
生
向
け
の
テ
キ
ス
ト
を
自
作
で

　
き
る
こ
と

▼
募
集
期
間　
３
月
３
日
㈪
～
３
月
20

　
日
㈭

▼
応
募
方
法　
顔
写
真
を
貼
っ
た
履
歴

　
書
に
教
員
免
許
の
写
し
を
添
え
て
社

　
会
教
育
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
選
考
方
法　
書
類
選
考
、
面
接

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育

　
課
（
☎
内
線
６
５
１
）

警
察
官
Ⅰ
類
（
男
性
）
募
集

▼
受
験
資
格　
昭
和
59
年
４
月
２
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
４
年
制
大

　
学
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
）

　
を
卒
業
し
た
人
（
平
成
27
年
３
月
31

　
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

▼
第
一
次
試
験　
５
月
11
日
㈰
（
教
養

　
試
験
）

※
第
２
次
試
験
は
５
月
下
旬
か
ら
６
月

　
中
旬
に
実
施

▼
申
込
方
法　
警
察
署
ま
た
は
駐
在
所

　
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い

▼
受
付
期
間　
３
月
17
日
㈪
～
４
月
４

　
日
㈮

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
警

　
察
本
部
警
務
課
採
用
係
（
☎
０
９
５

　
‐
８
２
０
‐
１
５
０
４
）

自
衛
官
募
集

幹
部
候
補
生
（
一
般
）

▼
受
験
資
格　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

　
人

※
20
～
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒
（
見
込

　
み
を
含
む
）

※
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
含
む
）

　
な
ど
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
限　
４
月
25
日
㈮
ま
で

▼
一
次
試
験　
５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）

▼
受
験
資
格　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
で

　
専
門
の
大
学
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）

　
の
人

※
薬
剤
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　
４
月
25
日
㈮
ま
で

▼
一
次
試
験　
５
月
10
日
㈯

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
資　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
い
ま
す

▼
試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

　
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所
（
☎
�

３
７
５
９
）

島
原
点
訳
サ
ー
ク
ル

「
が
ん
ば
っ
点
！
」
会
員
募
集

　
島
原
点
訳
サ
ー
ク
ル「
が
ん
ば
っ
点
！
」

で
は
、
目
が
不
自
由
な
人
へ
、
広
報
し

ま
ば
ら
な
ど
点
字
を
通
し
て
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
点
字
に
興
味
が
あ

る
人
、
社
会
貢
献
を
し
た
い
人
な
ど
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
（
☎
�
３
８
５
５
）

燃
や
せ
る
ご
み
の
全
地
区
収
集
日

の
お
知
ら
せ

　
３
月
20
日
㈭
は
市
内
す
べ
て
の
地
区

募　
集

お
知
ら
せ

13　　平成 26.3.



nformationI

の
燃
や
せ
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

８
時
ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ク
リ
ー
ン

　
資
源
班
（
☎
内
線
１
９
３
）

早
朝
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
通
常
の
開
庁
時
間
よ
り
一
時
間
早
く

証
明
書
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
時
間　
７
時
30
分
～
８

　
時
30
分

▼
交
付
で
き
る
書
類

▼
持
参
品　
本
人
確
認
が
で
き
る
公
的

　
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

　
ト
な
ど
写
真
付
き
の
証
明
書
）

※
転
入
・
転
出
・
転
居
・
印
鑑
登
録
は

　
平
日
の
開
庁
時
間
（
８
時
30
分
～
17

　
時
15
分
）
ま
た
は
土
日
開
庁
（
土
曜・

　
日
曜
８
時
30
分
～
12
時
）
に
手
続
き

　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ

　
ス
課
窓
口
班
（
☎
内
線
１
８
１
）

奨
学
金
の
貸
付

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

①
高
等
学
校
（
専
修
学
校
の
高
等
課
程

　
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
課
程
を
含
む
）

　
…
１
万
５
０
０
０
円

②
高
等
学
校
以
外
（
大
学
・
短
大
・
高

　
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な
ど
）
…

　
２
万
５
０
０
０
円

※
貸
付
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
す
べ

　
て
満
た
す
人

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
市
内
在
住
で

　
あ
る
こ
と

②
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
す
る
人
で

　
あ
る
こ
と
（
専
修
学
校
等
は
２
年
以

　
上
の
課
程
に
修
業
す
る
人
）

③
経
済
的
理
由
で
、
修
学
が
困
難
な
人

　
で
あ
る
こ
と

④
学
業
成
績
が
良
好
で
、
品
行
方
正
な

　
人
で
あ
る
こ
と

⑤
日
本
学
生
支
援
機
構
・
長
崎
県
育
英

　
会
な
ど
の
奨
学
生
で
は
な
い
こ
と

▼
償
還
方
法　
高
校
な
ど
卒
業
の
半
年

　
後
か
ら
貸
し
付
け
を
受
け
た
期
間
の

　
２
倍
の
期
間
内
に
、
月
賦
ま
た
は
半

　
年
賦
の
方
法
で
償
還

▼
受
付
期
限　
６
月
27
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　
教
育
総
務
課
ま
た
は
市

　
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の

　
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ
の

　
他
必
要
な
書
類
を
添
え
て
教
育
総
務

　
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
な
ど
は
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課
（
☎

　
内
線
６
２
１
）

自
動
車
臨
時
運
行
業
務
の
受
付
窓
口

が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
自
動
車
臨
時
運
行
業

務
の
受
付
窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
島
原
自
家
用
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
で

行
っ
て
い
る
自
動
車
臨
時
運
行
業
務

（
仮
ナ
ン
バ
ー
交
付
）
は
、
４
月
１
日

か
ら
島
原
市
役
所
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス

課
で
行
い
ま
す
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
自
動
車
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類　

　
（
原
本
）

・
自
動
車
検
査
証
（
車
検
の
有
効
期
限

　
が
過
ぎ
た
も
の
）

・
抹
消
登
録
証
明
書

・
自
動
車
検
査
証
返
納
証
明
書
（
小
型

　
二
輪
車
）

・
通
関
証
明
書
（
輸
入
車
）

②
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証
明
書

　
（
原
本
）

・
保
険
の
有
効
期
間
が
、
臨
時
運
行
期

　
間
を
満
た
し
て
い
る
も
の

③
印
鑑

④
申
請
者
（
窓
口
に
来
た
人
）
の
本
人

　
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▼
手
数
料　
７
５
０
円

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
窓
口

　
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
班
（
☎
内
線
１
８

　
１
）

市
町
村
交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
日
本
国

内
の
交
通
事
故
に
よ
り
、
災
害
を
受
け

た
方
々
の
救
済
を
行
う
見
舞
金
の
支
払

制
度
で
す
。

　
現
在
、
市
役
所
お
よ
び
有
明
支
所
に

お
い
て
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
家
族
皆
さ
ん
で
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、年
間
３
６
５
円
（
１
日
１
円
）

の
島
原
市
交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
年

間
５
０
０
円
の
本
事
業
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。

▼
加
入
資
格　
市
内
に
住
民
票
が
あ
る

　
人

※
就
学
（
学
生
）
の
た
め
一
時
的
に
転

　
出
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
が
、

　
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
入
所
、
も
し
く

　
は
入
院
加
療
で
転
出
し
て
い
る
人
は

　
施
設
所
在
地
の
自
治
体
に
問
い
合
せ

　
て
く
だ
さ
い

▼
共
済
期
間　
平
成
26
年
４
月
１
日
～

平成 26.3.　　14

交付対象 交付請求できる人

戸籍謄・抄本
①本人または同戸籍に記載さ
　れている人
②委任状を持参した人　

住民票 本人および同世帯の人
印鑑証明書 印鑑証明カードを持参した人
所得証明書 本人または同意書持参の人
※証明書によっては交付できない場合もあり
　ますので、事前に相談してください
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平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

※
年
度
途
中
か
ら
加
入
し
た
場
合
は
、 

　
加
入
し
た
日
時
か
ら
の
適
用
と
な
り

　
ま
す

▼
申
込
方
法　
町
内
会
・
自
治
会
で
取

　
り
ま
と
め
る
ほ
か
、
個
人
で
も
直
接

　
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
民

　
安
全
課
安
全
安
心
班
（
☎
内
線
２
４

　
１
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５

　
０
８
）

ダ
ン
プ
カ
ー
の
公
売

　
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合（
島
原
市・

雲
仙
市
で
組
織
さ
れ
る
一
部
事
務
組
合
）

が
所
有
す
る
ダ
ン
プ
カ
ー
を
公
売
し
ま

す
。
詳
し
く
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▼
公
売
物
件　
２
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー　

　
１
台

▼
公
売
日　
３
月
14
日
㈮　
14
時

▼
公
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　
南
高

　
北
部
環
境
衛
生
組
合
（
雲
仙
市
国
見

　
町　
☎
�
２
８
１
７
）

映
画
観
賞
会

（
有
明
総
合
文
化
会
館
事
業
）

▼
上
映
時
間　
３
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

①
10
時
～

　
「
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

②
14
時
～

　
「
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

③
19
時
～

　
「
白
雪
姫
と
鏡
の
女
王
」

▼
と
こ
ろ　
有
明
総
合
文
化
会
館

▼
入
場
料　
無
料

※
た
だ
し
、
有
明
総
合
文
化
会
館
、
島

　
原
文
化
会
館
、
各
地
区
公
民
館
、
島

　
原
図
書
館
、
有
明
図
書
館
で
配
布
し

　
て
い
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
有
明
総
合
文
化
会

　
館
（
☎
�
５
８
０
０
）

学
生
納
付
特
例
制
度

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
学
生
の
人
も
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
、
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
は
年
度

ご
と
に
必
要
で
、
す
で
に
申
請
済
で
承

認
さ
れ
て
い
る
人
が
翌
年
度
も
引
き
続

き
同
じ
学
校
へ
在
学
予
定
と
思
わ
れ
る

人
に
は
３
月
下
旬
に
申
請
書
（
ハ
ガ
キ

形
式
）
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
き
ま

す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
初
め
て
学
生
納
付
特

例
制
度
を
申
請
す
る
人
や
学
校
を
移
っ

た
人
な
ど
は
、
印
鑑
・
在
学
証
明
書
も

し
く
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー
を
持
参
し
、

市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
国
民
年
金
班

（
も
し
く
は
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用

封
筒
で
直
接
、
年
金
事
務
所
へ
郵
送
）

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
が
対
象

で
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
申
請
す
る
人
は
、
本
人
確
認
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証・年
金
手
帳
な
ど
）・

印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
民
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
国
民
年
金
班
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

年
金
出
張
相
談
所

▼
と　
き　
３
月
19
日
㈬
・
26
日
㈬　

　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
ロ

　
ビ
ー

▼
募
集
人
数　
３
月
19
日
…
20
人
、
３

　
月
26
日
…
10
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ

　
い

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
稼
働
中

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
は
厚
生
・
国
民

年
金
加
入
者
の
年
金
記
録
や
将
来
の
受

け
取
り
見
込
み
額
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

▼
申
込
方
法　
本
人
確
認
で
き
る
運
転

　
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
と
印
鑑

　
を
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
国
民
年
金

　
班
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
年
金
ネ
ッ
ト
稼
働
時
間
は
平
日
の
９

　
時
か
ら
17
時
ま
で
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
諫
早

　
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
５
７
�
１
６

　
６
３
）
ま
た
は
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
課
国
民
年
金
班
（
☎
内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
ラ
ン
ド
セ
ル
（
黒
色
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
ミ
シ
ン
、
卓
球
台
、
島
原
商
業
高

校
女
子
制
服　
（
夏
・
冬
上
下
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
安
全
課
市
民

　
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）

　

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

・初回登録　平成 10 年９月
・走行距離　３万 6587㎞　
　　　  　（１月 29 日現在）

不
要
品
の
交
換
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し ま ば
育 シ

ら
食 ピレ

１皿で主食・主菜・副菜がそろう減塩どんぶり
ビビンバ

３月 13 日は「世界腎臓病デー」
　腎臓は、身体の老廃物を排出
する大切な臓器です。今回のレ
シピで、腎臓の負担を減らすポ
イントを紹介します。
①牛ひき肉で良質なたんぱく質
　を補えます。
②野菜は茹でることで、量

かさ
が減

　り、たくさん摂れ、カリウム
　も減らすことができます。
　※カリウム制限のある人は、
　　医師に相談してください
③ごま油やコチュジャンにより、
　　　　　減塩でもおいしくい
　　　　　ただけます。

材料（４人分） 作り方
①ほうれん草…………１束
　塩……………………１ｇ
　こしょう……………少々
　ごま油……小さじ１／２
②もやし………………１袋
　塩……………………１ｇ
　こしょう……………少々
　ごま油……小さじ１／２
③赤パプリカ………６０ｇ
　水………………大さじ２
　塩……………………１ｇ
　こしょう……………少々
　すりごま…大さじ１／２
④牛ひき肉
　しょうゆ………小さじ２
　砂糖……………小さじ２
　ごま油……小さじ１／３
　一味唐辛子…………少々
⑤溶けるチーズ……８０ｇ
⑥ご飯…………………２合
⑦コチュジャン………適宜

①ほうれん草はゆでて冷水にとり、水気を絞り
　４cm の長さにし、調味料を混ぜる
②もやしはゆでて水気をきり、調味料を混ぜる
③赤パプリカはせん切にし、分量の水と共に鍋
　に入れてフタをし、中火で２分加熱し、すり
　ごまを和える
④牛ひき肉に下味をつけ、汁気がなくなるまで
　炒める
⑤器にご飯を盛り、チーズをのせ、①～④の具
　を盛り付け、コチュジャンを添える

・エネルギー
　539kcal
・たんぱく質
　19.4g
・脂質 13.9g
・塩分 1.0g
・野菜量
　115g

市議会とは
　市議会とは、市民から選挙で選ばれた議員で構成され、市民
の意見を市政に反映させ、市の意思を決定する議決機関で、市
議会議員は４年ごとに行われる市民の直接選挙により選ばれます。

市議会の主な仕事
①市の条例の制定および改廃
②市の予算の議決
③市の決算の審査および認定
④市民などから提出された請願・陳情を受理し、審査する。採
　択されたものについては市長などへ実現を要望する
⑤市の公益に関することについて、関係官庁（国・県）に意見
　書を提出する
⑥質問や調査を行ったり、報告を求めたり意見を述べることに
　よって、住民代表の機関として市政を監視、監督する

市議会の傍聴
　本会議は 10 時から開かれます。傍聴する人は、市役所４階
の議場傍聴席で自由に傍聴することができます（定員 60 人）。
　市議会の会期日程などは、決まり次第、市ホームページなど
でお知らせします。詳しくは、議会事務局総務・調査班（☎内
線 291）へ問い合わせてください。

長崎がんばらんば国体
島原市実行委員会オフィシャルサイト

　今年 10 月、本県では 45 年振りとな
る国体「長崎がんばらんば国体」が開催
されます。
　国体成功に向けた取り組みや、がんば
くんの活動日記、45 年前の国体開催の
様子を紹介するインターネット専用サイ
トを開設しています。
　ぜひご覧ください。
▶アドレス
　http ://www.kokuta i2014-
　shimabara . jp/
▶問い合わせ先
　国体推進室（☎ 68-7001）

島原市議会を傍聴しませんか

①　　　　　②　　　 ③　 　 ④

①サッカー　②バレーボール
③レスリング　④弓道

市内では次の４競技が開催されます
何の競技か分かりますか？

（レシピ提供：島原市食生活改善推進員協議会）
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新刊図書紹介 ３月の催し

　３月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内線
184）で無料相談を行います。なお、行政相談のみ有明福祉
センターでも受け付けます。
◆行政相談
　〈市民相談センター〉
　　３月４日（火）　13：00 ～ 15：00　古瀬行政相談委員
　　３月 18 日（火） 13：00 ～ 15：00　大隅行政相談委員
   〈有明福祉センター〉　
　　３月 5 日（水）   13：00 ～ 15：00　宇土行政相談委員
◆人権相談（人権擁護委員）
　　３月 5 日（水）　 13：00 ～ 16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　　３月 17 日（月）　13：00 ～ 16：00
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　　３月 20 日（木）　13：00 ～ 16：00
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など
　公証人法律相談（島原公証役場　公証人）
　　３月 26 日（水）　13：00 ～ 16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　３月 27 日（木）　10：00 ～ 16：00

島原図書館（☎ 64 － 4115）　開館時間…10:00 ～ 18:00（金曜日は 20 時まで）
　３月の休館日…３月３日（月）・10 日（月）・17 日（月）・24 日（月）・31 日（月）
有明図書館 ( ☎ 68 － 5805）　開館時間…9:00 ～ 18:00
　３月の休館日…３月 4 日（火）・11 日（火）・18 日（火）・25 日（火）・31 日（月）

島原図書館
■ おはなしのじかん　　    　       1 日（土） 11 時～
　　　　　　　　　　　　　         ８日（土） 11 時～
　　　　　　　　　　　　　　 　15 日（土）11 時～
■ 手作り講座「布の絵本作り②」   ４日（火）10 時 15 分～
■ 手作り講座「布の絵本作り③」   ７日（金）10 時 15 分～
■ 手作り講座「布の絵本作り④」14 日（金）10 時 15 分～
■ 郷土史を学ぼう会　　　　　   15 日（土）14 時～
　◎島原藩日記に見る亨保期（1716 年～）の暮らしⅤ
　　講師：松尾司郎先生
　◎深溝世紀　忠和公編付録 10・知事公の東京引揚
　　講師：松尾卓次先生
　◎閉講式
■ おはなしひろば　　     　       22 日（土） 11 時～
■ おはなしのじかん 0.1.2　　    26 日（水） 11 時～

有明図書館
■ ちいさなおはなしかい　　        8 日（土）14 時 30 分～
■ おはなしのじかん　　    　     22 日（土）14 時 30 分～
■ 雑誌をお譲りします（１人５冊まで）

（保存期間が過ぎて除籍した雑誌を市民皆さんにお譲りします）
　　　　　　　　　   ８日（土）～９日（日）９時～ 18 時

「首折り男のための協奏曲」
　伊坂 幸太郎  著　　新潮社
　首折り男に度肝を抜かれ、「初恋」に惑っ
て「怪談」に震え、「昆虫」は覗き見され、

「合コン」では泣き笑い。全７編、胸元
えぐる豪速球から消える魔球まで出し惜
しみなく投じられた、贅沢すぎる連作集。

「その手をにぎりたい」
　柚木 麻子 著　　小学館
　80 年代。都内のＯＬ・青子は、偶然入っ
た鮨店で衝撃を受けた。そのお店では、
職人が握った鮨を掌から貰い受けて食べ
る。青子は、その味に次第にのめり込み
…。

・後期高齢者医療保険料普通徴収（第９期）
・介護保険料（第６期） 

 の納期限は３月 31 日 （月） までです

　納付には、便利な口座振替などの自動振込を
お勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便
局（ゆうちょ銀行）、島原雲仙農協、島原漁協、
有明漁協などで受け付けます。　

＜問い合わせ先＞
●後期高齢者医療保険料…保険健康課後期高齢・
　介護班（☎内線 233）または有明支所（☎内
　線 504）
●介護保険料…島原地域広域市町村圏組合介護
　保険課業務係（☎ 61-9101）または保険健康
　課後期高齢・介護班（☎内線 234）、有明支所（☎
　内線 504）

納期限のお知らせ市民相談センターのご案内

図 書 館
通 信

図書館の本はみんなの本です。
決められた期限までに返却してください。

気軽に相談して
ください

■「山桜記」
　　葉室 麟　著　　　文藝春秋

■「破門」
　　黒川 博行　著　　KADOKAWA　　

■「大江戸恐龍伝　第５巻」
　　夢枕 獏　著　　　幻冬舎

■「怒り　上・下」
　　吉田 修一　著　　新潮社



◆市ホームページアドレス
　  http://www.city.shimabara.lg.jp/
◆島原市の人口（2 月１日現在） 
　人　口 　４７，９０４人　  （前月比 －２２）　　　　
　　男　　 ２２，１９３人 　 （前月比 －１１）
　　女　　 ２５，７１１人 　 （前月比 －１１）
　世帯数　 １９，２０２世帯  （前月比 －　５）
　出生 33 件　死亡 70 件　転入 64 件　転出 60 件

◆携帯電話版市ホームページ
　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。ＱＲコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、ＵＲＬを直接入力して
もアクセスできます。

    URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/
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島原城桜まつり

◆青い目の人形～リトル・メリーと仲間たち～
①日米親善人形交流展
　▶と　き　3 月 21 日（金）～ 4 月 6 日（日）
　　　　　　9 時～ 17 時 30 分
　▶ところ　島原城観光復興記念館
　▶内　容　第一小学校所蔵の雛人形や日米親善人形
　　　　　　であるリトル・メリーなどの人形（春う
　　　　　　らら茶会中は島原城御馬見所展示）と日
　　　　　　米親善人形交流の歴史パネルなどを展示
②春うらら茶会
　▶と　き　3 月 21 日（金）
　　　　　　10 時～ 15 時
　▶ところ　島原城御馬見所
　▶内　容　リトル・メリーとその仲間たちを御馬見
　　　　　　所に展示し、森岳婦人会およびモリモリ
　　　　　　広場茶道教室の子どもたちによるお茶の
　　　　　　ふるまい（無料）
◆島原城春のお茶会
　▶と　き　3 月 29 日（土）・30 日（日）、4 月 5 日（土）・
　　　　　　6 日（日）　10 時～ 15 時
　▶ところ　島原城御馬見所および武家屋敷（篠塚邸）
　▶内　容　両会場でお茶会を開催
　　　　　　（お茶席料 2 席 500 円）

島原城天守閣復元 50周年
　2014 年（平成 26 年）は、島原城天守
閣が昭和 39 年に復元してから 50 周年の
節目を迎えます。
　島原城では、今後も記念イベントを開催
しますので、ぜひ島原城へお越しください

お城の日イベント
島原城天守閣登閣者に記念品
を進呈します
※駐車料・登閣料は別途必要

島原城天守閣
復元 50周年記念

４ ６月 日

し ろ

◆皿山人形浄瑠璃（長崎県無形民俗文化財指定）
　▶と　き　3 月 30 日（日）13 時～ 14 時 30 分
　▶ところ　島原城観光復興記念館（１Ｆ映像ホール）
　▶出　演　皿山人形浄瑠璃保存会（波佐見町）、有明
　　　　　　童話の会くすのき
　▶入場料　500 円（お茶券付）
　　　　　　※中学生以下は無料（お茶券はつきません）
　▶内　容　県の無形民俗文化財にふれる機会と、半
　　　　　　島に伝わる民話を楽しむ
◆第 9回神気杯　島原城少年剣道大会
　▶と　き　4 月 6 日（日）10 時～
　▶ところ　島原城内特設会場（雨天時は有馬武道館）
　▶内　容　城内の特設会場で小学生を対象に剣道大
　　　　　　会を行う
◆第 11回忍者になってお城で遊ぼう
　▶と　き　5月5日（月）　10時～12時（※雨天中止）
　▶ところ　島原城西の櫓前
　▶内　容　忍者になって手裏剣や吹き矢遊びのほか、
　　　　　　肥前夢街道の忍者によるアトラクション
　　　　　　の実演
▶問い合わせ先　島原城振興協会 ☎ 62-4766

日
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